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支部活動トピックス

市民フォーラム「健康・嚙む・美」開催
支部活動への執行部の協力

市民フォーラム「健康・嚙む・美」が，平成

16年度日本補綴歯科学会中国・四国支部総会お

よび第30回学術大会（大会長：本田常晴，当番

校：徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究

部咬合管理学分野，平成16年9月5日開催）の

前日9月4日に，高知新阪急ホテルで開催された．

現在，学術大会は年2回の開催から年1回の開

催を目指して，精力的にいろいろな準備が進められ

ている．年1回化した場合，支部活動への執行部の

協力が期待され，さまざまの方法や形が検討されて

いる．また，学会が法人化すると，その学会に公益

性が求められ，学会に対する国民の期待は大きい．

今回の市民フォーラムは，執行部より2人の強

力な講師を招いて開催された．大山喬史会長と，

もう1人は中国・四国支部の理事でもある赤川安

正副会長であった．会場もアクセスの良い高知市

内の中心部で，中尾勝彦支部長を座長として，午

後1時から始まった．

中尾支部長（左上)，大山会長（右上)

赤川副会長（下)

テーマは「健康・嚙む・美」であり，

よく嚙んで健康に，美しく」大山喬史教授

口から始まるからだの健康」赤川安正教授

の内容の講演で会場を魅了した．大山会長から

「卑弥呼の歯・顎い―ぜ」の標語の紹介，そして，

健康な歯，歯並びをもつことがわれわれの生活

をどれだけ豊かに，楽しいものにしてくれるの
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か」赤川副会長から，超高齢社会を迎えている現

在，健康で長生き（健康長寿）をするために「口

の健康を保つことが本当に重要なのです」と熱い

メッセージが一般市民に送られた．

成功裡に終わった今回の市民フォーラムは，こ

れからの日本補綴歯科学会の方向を示したエポッ

クメーキングなものであった．

（広報 貞森)

第111回学術大会の広報委員会
アンケート報告

第111回学術大会抄録集綴じ込みアンケート」

および学術大会時発刊の「LetterforMembers

春特別号2004アンケート」によせられた約120

名の会員からのさまざまなご意見やご質問，それ

らに対する回答を以下に示す．

第111回大会抄録綴込みアンケート結果

抄録集綴じ込みアンケートから

●取り上げて欲しいコンテンツ

・認定医としての活動

・補綴的な勉強会等の案内

・他の学会との関係について〔Jointmeetingの

開催（国内)〕

・共催の国際学会の演者は，若い会員も等しく氏

名を載せてほしい．貴重な協力者です

・各大学補綴診療室の見学記

・名誉会員の方の現状

回 答（広報委員長）

ご意見を参 に検討いたします．

・会員からの意見とそれへの回答

・無記名で可となる「目安箱」のようなものを設

置して下さい

回 答（広報委員長）

広報が学術大会時に発行する「ニュースレ

ターLetterforMembers特別号」に会員の意

見や希望を記入して投函できるアンケートがあ

ります．是非多数のご意見をお願い致します．

いただいた意見は委員会で検討され，適任の委

員会メンバーが回答しています．補綴誌の依頼

論文カラーページ2頁までの学会負担は会員要

望から実現したものです．

●認定医資格取得によるメリット（法人化後の専

門医についても）

回 答（認定審議会委員長）

大学においては，認定医，指導医資格は教員

の選 に際して大きな判断材料の1つです．開

業医の場合，直接的なメリットは今のところ見

当たりませんが，本学会の法人化が認められれ

ば状況は変わると思われます．すなわち，法人

化後に厚労省により本学会の専門医制が認めら

れれば，それまでの認定医が専門医に読み替え

られる可能性があります（他学会ではほとんど
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